
令和８年度 （教科名 数学  ） 第１学年  「  正負の数  」              135 船橋希望中学校 
           

月 学 習 内 容 評 価 規 準 観点 評 価 基 準 評価 
方法 十 分 達 成 A お お む ね 達 成 B 

４月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５月 

①正の数・負の
数 
●反対の方向や反対の

性質をもつ数量を，正

負の符号を用い表す。 

●正，負の数を数直線

上に点を表せることを

理解し、絶対値の大小

を比べ、不等号を用い

て表す。 

 

 

②正の数・負の
数の計算 
●数直線を用いて，正

，負の数の加法・減法

の計算を調べる。 

●式の項の意味を理解

し，加法と減法の混じ

った式を項だけを並べ

た式に直し計算する。 

●正，負の乗法・除法

の意味と計算のしくみ

を理解する。 

●数の集合の広がりを

，四則計算の可能性と

関連付けて理解する。 

 
③正の数・負の
数の利用 
●具体的な場面で，正

，負の数を活用し，仮

平均を定めて資料の平

均を求める。 

 

 

 

 

 

 

・身の回りから｢－｣のついた数を見い
だし,それらが表す意味を理解する。 

・反対の方向や性質をもつ量を,０を基
準として正，負の符号を用いて表す
ことができる。 

・正，負の数の意味を理解し，数の世
界が拡張されたことをとらえること
ができる。 

・負の数も数直線上の点として表せる
ことを理解する。 

・数直線上の位置や絶対値の大小によ
って，正，負の数の大小関係を判断
できる。 

・正，負の数の大小関係を，不等号を
用いて表すことができる。 

 
・具体的場面を通して正，負の数の加
法の意味を理解する。 

・加法の計算方法を、数直線を用いて
考えることができる。 

・加法の規則との比較によって減法の
規則を理解し，それに基づいて減法
の計算ができる。 

・加減の混じった式を代数和の形にな
おし，計算することができる。 

 
 
 
 
・具体的場面を通して正，負の数の乗
法の意味を理解する。 

・乗法の規則を理解し，それに基づい
て乗法の計算ができる。 

・正，負の数でも乗法の交換法則・結
合法則が成り立つ計算ができる。 

・逆数の意味を理解し、除法を逆数を
使って乗法にし，計算できる。 

・乗法と除法の混じった計算ができる
。 

 
・かっこを含む計算，四則の混じった
計算の順序を理解し，計算すること
ができる 

・正，負の数についても，分配法則が
成り立つことを理解し，利用するこ
とができる。 

 
知識・技
能 
 
 
 
 
 
 
 

○正，負の数を用いることの必要性やよさを知り
，数の概念および数の世界が拡張されたことを
理解している。 

○正，負の数の大小関係を，数直線上での位置や
絶対値の大小と関連付けて理解している。 

○正，負の数の加法・減法の意味や計算方法を，
加法と関連付けて理解している。 

○小学校までの数の計算と関連付けて理解してい
る。 
○正，負の数の加法・減法・乗法・除法の計算が
できる。 
○四則やかっこが混じった計算ができ，交換法則
や結合法則を使って工夫することもできる。 

○仮平均を定め，正，負の数を活用して平均を求
めることができる。 

○数の集合の包摂関係を図で表すことができる。 

○正，負の数の大小関係，不等号や絶対値の意
味を理解している。 

○正，負の数についても，加法の交換法則・結
合法則が成り立つことを理解している。 

○項，正・負の項の意味を理解している。 
○加減の混じった式の計算方法を理解している
。 
○反対の方向や反対の性質をもつ数量を，正，
負の数を用いて表すことができる。 

○正，負の数を数直線上に表したり，大小関係
を不等号を用いて表したりすることができる
。 

○正，負の数の加法・減法・乗法・除法の計算
ができる。 
○式を累乗の指数を使って表したり，累乗の指
数を使って表された式を計算したりすること
ができる。 

○逆数を使い除法を乗法に直して計算すること
ができる。 

 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

小テスト 

単元テスト 

 
思考・判
断・表現 
 
 
 
 
 
 
 

○反対の方向や性質をもつ数量は，正，負の数を
用いると統一的に表せることをとらえることが
できる。 

○２数の符号と絶対値に着目して，正，負の加法
の計算方法を帰納的に見いだすことができる。 

○減法は加法に直して計算できることを，帰納的
に見いだすことができる。 

○正，負の数の加法・乗法の交換法則と結合法則
が成立することを，帰納や類推によってとらえ
ることができる。 

○仮平均からの増減を調べるなど，正，負の数を
活用して事象の状況を捉えることができる。 

○「－」のついた数の意味を考えることができ
る。 
○数直線を基にして正，負の減法の意味を考え
ることができる。 

○減法は加法に直して計算できる。 
○速さ，時間，距離の関係を基にして，正，負
の数の乗法の意味を考えることができる。 

○掛け合わせる数の符号と絶対値に着目して，
正，負の数の乗法の計算の方法を帰納的に見
いだすことができる。 

○数の集合の包摂関係を，四則計算の可能性と
関連付けて考えることができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 
主体的に
学習に取
り組む態
度 
 
 
 
 
 

○＋，－の符号に関心を持ち，その使い方を考え
たり，それを用いて身の回りの事象を表現した
りしようとしている。 

○加法の計算法則や加法と減法の混じった計算に
関心を持ち，効率的な計算の方法を考えようと
している。 

○四則やかっこが混じった計算に関心を持ち，計
算の方法を考えたり計算したりしようとしてい
る。 

○正，負の数を活用することに関心を持ち，工夫
して平均を求めようとしている。 

○数の集合の広がりに関心を持ち，集合間の包摂
関係や四則計算の可能性と関連付けて考えること
ができる。 

○「－」のついた数に関心を持ち，身の回りか
ら探したり，その意味を考えたりしようとし
ている。 

○正，負の数の加法・減法に関心を持ち，その
意味や計算の方法を考えたり，計算したりし
ようとしている。 

○正，負の数の乗法・除法に関心を持ち，その
意味や計算の方法を考えたり，計算したりし
ようとしている。 

○四則やかっこが混じった計算に関心を持ち、
計算すことができる。 

○正，負の数を活用することに関心を持つこと
ができる。 

○数の集合の広がりに関心を持ち，集合間の包
摂関係を考えることができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 



令和７年度 （教科名 数学 ） 第１学年  「  文字の式  」             135 船橋希望中学校 
           

月 学 習 内 容 評 価 規 準 観点 評 価 基 準 評価 
方法 十 分 達 成 A お お む ね 達 成 B 

６月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７月 

①文字を使った
式 
●数の代わりとしての

文字の意味を理解し，

いろいろな数量の文字

を使った式で表す。 

●具体的な場面で文字

式の意味を読み取れる

。 

●代入，式の値の意味

を理解し，文字にいろ

いろな数値を代入して

式の値を求める。 

 
 
②文字式の計算 
●１次式，項や係数の

意味を理解する。 

●１次式と数の乗法・

除法の計算をする。 

●分配法則を用いて，

やや複雑な１次式の計

算をする。 

 

 

③文字式の利用 

●具体的な場面におい

て，数量の関係を文字

式で表し，式の意味を

説明し伝え合う。 

 

・数の代わりとしての文字の意味を理 
解し，数量を文字を使った式で表す

 ことができる。 
・文字式の積や商の表し方を知り，そ
れに基づいて数量や法則を文字式で
表すことができる。 

・代入，式の値の意味を理解し，１つ
の文字に数を代入した場合の式の値
を求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・１次式の意味や，その項と係数の意
味を理解する。 

・同じ文字を含む項は１つの項にまと
められることを理解し，その計算が
できる。 

・１次式と数の乗法・除法の計算がで
きる。 

・１次式の加法・減法の計算ができる
。 

・やや複雑な１次式の計算ができる 
 
 
 
 
・様々な数量を文字式を用いて表し、
式の意味を説明できる。 

 
知識・技
能 
 
 
 
 
 
 
 

○文字を使った平行四辺形や千角形の面積の表し
方を理解している。 

○項，係数，１次の項，１次式の意味を理解して
いる。 

○同じ文字を含む項は，分配法則を使って１つに
まとめられることを理解している。 

○数量の関係を文字式で表すことのよさを理解し
ている。 

○文字式の積や商の表し方に従って，いろいろな
数量の関係を文字式で表すことができる。 

○いろいろな式の値を，能率的かつ正確に求める
ことができる。 

○分配法則を用いて，１次式の計算ができる。 
○１次式の計算を活用して，文字式を簡単な形に
直すことができ，その計算方法を説明すること
ができる 

○文字を用いることの必要性や意味を理解して
いる。 

○文字式の積や商の表し方を理解している。 
○代入，式の値の意味を理解している。 
○１次式と数の乗法・除法の計算の方法を理解
している。 

○１次式どうしの加法・減法の計算の方法を理
解している。 
○数量の関係を文字を使った式で表すことがで
きる。 

○文字式の意味を読み取ることができる。 
○文字に数値を代入して，式の値を求めること
ができる。 

○１次式と数の乗法・除法の計算ができる。 
○同じ文字を含む項を１つの項にまとめ，式を
簡単にすることができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

小テスト 

単元テスト 

 
思考・判
断・表現 
 
 
 
 
 
 
 

○文字式の中の文字には，いろいろな数値が代入
できることを，文字式の意味と関連付けてとら
えることができる。 

○同じ文字を含む項をまとめることの意味や方法
を，面積図や分配法則を基にして考えることが
できる。 

○数と１次式の加減乗除を，日常的な場面や具体
的な数の計算などと関連付けて考えることがで
きる。 

○数量の関係を文字式でどのように表せるかを考
えたり，その過程を振り返って説明したりするこ
とができる。 

○数量の関係を文字を使った式でどのように表
せるのかを考えることができる。 

○文字式の積や商の表し方のよさを考えること
ができる。 

○数量の関係を文字式でどのように表せるのか
を考えたり，式が何を意味しているのかを考
えたりすることができる。 

○数量の関係を文字式で表すことのよさを考え
ることができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 
主体的に
学習に取
り組む態
度 
 
 
 
 
 

○文字を用いることに関心を持ち，その必要性と
意味を考えたり，文字を使ってすすんで式に表
したりしようとしている。 

○文字式の項に関心を持ち，同じ文字を含む項を
まとめることの意味を考えようとしている。 

○文字式の計算に関心を持ち，計算の方法を考え
たり，計算したりしようとしている。 

○文字式を活用することに関心を持ち，数量の関
係を式の意味を説明したりしようとしている。 

○文字を用いることに関心を持ち，その必要性
と意味を考えたり，文字を使って式に表した
りしようとしている。 

○文字式の積や商の表し方に関心を持ち，それ
に基づいて数量の関係を式に表したり，式の
意味を読み取ったりしようとしている。 

○式の値を求めることに関心を持ち，式の値を
求めようとしている。 

○文字式の計算に関心を持ち，計算しようとし
ている。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 

 

 



令和７年度 （教科名 数学 ） 第１学年  「  方程式  」              135 船橋希望中学校 
           

月 学 習 内 容 評 価 規 準 観点 評 価 基 準 評価 
方法 十 分 達 成 A お お む ね 達 成 B 

９月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10月 

①方程式 
 
●数量の相等関係や大

小関係を調べ，等式や

不等式で表す。 

●方程式とその解の意

味を理解する。 

●等式の性質を利用し

て，簡単な１元１次方

程式を解く。 

●移項を用いて１元１

次方程式を解く。 

●かっこを含む方程式

や係数に小数や分数を

含む方程式を解く。 

 
 
②方程式の利用 
 
●具体的な場面で，１

元１次方程式を活用し

て問題を解決する。 

●比例式の意味や解き

方を理解し，活用して

問題を解決する。 

・いろいろな数量の関係を，等式を利
用して表すことができる。 

・等式と方程式の意味を理解する。 
・方程式の解，方程式を解くことの意
味を理解する。 

・等式の性質を理解し，それを利用し
て，簡単な方程式を解くことができ
る。 

・等式の性質をもとに移項の意味を理
解し，その考えを利用して方程式を
解くことができる。 

・やや複雑な形の方程式を解くことが
できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・具体的な問題を，方程式を利用して
解くことができるようにする。 

・方程式を利用することのよさに気づ
き，すすんで方程式を利用して問題を
解決しようとする。 

 
知識・技
能 
 
 
 
 
 
 
 

○移項の意味を等式の性質と関連付けて理解して
いる。 

○１元１次方程式を活用して問題を解決する手順
を理解している。 

○比例式の意味および比例式の解き方を的確に理
解している。 

○問題の中の数量やその関係を文字式で表し，そ
れを基にしてつくった１元１次方程式を解くこ
とができる。 

○求めた解や解決の方法が適切であるかどうかを
振り返って考えることができる。 

○１元１次方程式の解き方を基にして，比例式の
解き方を考えることができる。 

○具体的な事象の中の数量の関係をとらえ，比例
式をつくることができる。 

○等号や不等号の使い方を理解している。 
○等号や不等号の意味や使い方および等式や不
等式の意味を理解している。 

○方程式およびその解の意味を理解している。 
○等式の性質とそれを用いた１元１次方程式の
解き方を理解している。 
○数の相等関係や大小関係を，等号や不等号を
用いて表すことができる。 

○数量の関係を等式や不等式で表すことができ
る。 
○等式や不等式の意味を読み取ることができる
。 
○数を代入することによって，１元１次方程式
の解を求めることができる。 

○簡単な１元１次方程式を解くことができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

小テスト 

単元テスト 

 
思考・判
断・表現 
 
 
 
 
 
 
 

○等式や不等式の意味を読み取るために，文字が
表す数量とその相等関係や大小関係をとらえる
ことができる。 

○具体的な事象の中の数量の関係をとらえ，１元
１次方程式をつくることができる。 

○求めた解や解決の方法が適切であるかどうかを
振り返って考えることができる。 

○具体的な事象の中の数量の関係をとらえ，比例
式をつくることができる。 

○数量の関係を等式や不等式で表すために，具
体的な場面で数量の関係を捉えることができ
る。 

○１元１次方程式の解は１つであることをとら
えることができる。 

○等式の性質を基にして，１元１次方程式の解
き方を考えることができる。 

○等式の性質を基にして，移項のきまりを見い
だし説明することができる。 

○１元１次方程式の解き方を基にして，比例式
の解き方を考えることができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 
主体的に
学習に取
り組む態
度 
 
 
 
 
 

○方程式に関心を持ち，解の意味を考えたり，様
々な数を代入して解を求めたりしようとしてい
る。 

○等式の性質に関心を持ち，等式の性質を用いて
１元１次方程式を解こうとしている。 

○１元１次方程式を活用することに関心を持ち，
問題の解決に生かそうとしている。 

○比例式に関心を持ち，その解き方を考えたり，
問題の解決に生かそうとしたりしている。 

○等号や不等号を使った式に関心を持ち，式を
つくったり活用して考えたりしようとしてい
る。 

○数量の関係を調べることに関心を持ち，等式
や不等式で表したり，その意味を読み取った
りしようとしている。 

○等式の性質から導かれる移項の考え方に関心
を持ち，移項を用いて１元１次方程式を解こう
としている。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 

 

 

 



令和７年度 （教科名 数学 ） 第１学年  「  変化と対応  」            135 船橋希望中学校 
           

月 学 習 内 容 評 価 規 準 観点 評 価 基 準 評価 
方法 十 分 達 成 A お お む ね 達 成 B 

10月 ①関数 
●具体的な事象の中か

ら，ともなって変わる

２つの数量を見いだす

。 

●変数，変域の意味を

理解する。 

 
 
②比例 
●比例の意味を理解す

る。 

●座標の意味を理解す

る。 

●比例の式やグラフの

意味を理解し、表す。 

 
 
③反比例 
●反比例の意味を理解

する。 

●反比例の式やグラフ

の意味を理解し，表す

。 

 

 
④比例と反比例 

の利用 
 
●比例や反比例を用い

て具体的な事象をとら

え，問題を解決する。 

 
 
 

・具体的な事象の中から，比例関係に
ある２つの数量を見いだし，比例の
式について理解する。 

・変数と変域の意味を理解する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・比例は，変域を負の範囲まで考える
場合や比例定数が負の場合もあるこ
とを理解する。 

・対応する１組のｘ，ｙの値から，比
例の式を求めることができる。 

・座標の意味を理解し，比例の関係を
グラフに表すことができる。 

・比例y=axの変化や対応の仕方と関連
付けて比例のグラフの特徴を調べ，
比例関係の理解を深める。 

 
 
 
 
・具体的な事象の考察を通して，反比
例の意味を理解する。 

・反比例の変化や対応の仕方を理解す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・具体的な事象の中から，比例・反比
例の関係にある２つの数量を見いだ
し，問題を解決することができる。 

 

 
知識・技
能 
 
 
 
 
 
 
 

○関数の意味を理解している。 
○比例の式や，変化や対応の仕方を，既習事項と
関連付けて理解している。 

○具体的な事象の中には，比例・反比例とみなす
ことで変化や対応の様子を調べたり，予測したり
できるものがあることを理解している。 
○文字に具体的な数値を代入するなどして，ｙは
ｘの関数であるかどうかを調べることができる
。 

○比例，反比例の関係を表，式，グラフを用いて
表現したり，処理したりすることができる。 

○変数，変域の意味を理解している。 
○比例・反比例の意味や変化の特徴を理解して
いる。 

○座標の意味を理解している。 
○比例・反比例のグラフの特徴を理解している
。 
○比例や反比例の関係を，表，式，グラフで表
すことができる。 

○変数の変域を不等号を使って表すことができ
る。 

○比例・反比例の関係を式で表すことができる
。 

○比例・反比例の式から表を作り，グラフを描
くことができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

小テスト 

単元テスト 

 
思考・判
断・表現 
 
 
 
 
 
 
 

○ともなって変わる２つの数量の対応の様子に着
目し，関数関係といえるかどうかを考えること
ができる。 

○変域が負の範囲を含む場合や比例定数が負の場
合についても，比例・反比例の関係になるもの
があることをとらえることができる。 

○具体的な事象の中から取りだした２つの数量の
関係が比例・反比例であるかどうかを判断し，変
化や対応の特徴をとらえたり，それらを説明する
ことができる。 

○具体的な事象の中から，ともなって変わる２
つの数量を見いだすことができる。 

○具体的な事象における変数の変域を考えるこ
とができる。 

○比例のグラフが直線になることや，反比例の
グラフが双曲線になることを，点の集合とし
ての見方でとらえることができる。 

○比例・反比例のグラフの特徴を見いだすこと
ができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 
主体的に
学習に取
り組む態
度 
 
 
 
 
 

○ともなって変わる２つの数量に関心を持ち，具
体的な事象の中からすすんで見つけようとして
いる。 

○比例や反比例を用いて具体的な事象をとらえ説
明することに関心を持ち，問題の解決に生かそう
としている。 

○ともなって変わる２つの数量の関係を調べる
ことに関心を持ち，関数関係といえるかどう
かを調べようとしている。 

○比例・反比例関係に関心を持ち，具体的な事
象の中から，比例・反比例関係を見つけ，そ
の関係を式で表したりしようとしている。 

○比例・反比例のグラフに関心を持ち，比例定
数を変えたり調べたり，その特徴を考えたり
しようとしている。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 

 



令和７年度 （教科名 数学 ） 第１学年  「  平面図形  」             135 船橋希望中学校 
           

月 学 習 内 容 評 価 規 準 観点 評 価 基 準 評価 
方法 十 分 達 成 A お お む ね 達 成 B 

 ①直線と図形 
 
●直線，線分，半直線

の意味や，角の表し方

，垂直，平行の意味や

表し方などを理解する

。 

 

②移動と作図 
 
●距離を理解する。 

●図形の移動の関係に

ついて，調べる。 

●基本の作図の方法を

理解する。 

 

③移動と作図の
利用 
●基本の作図を活用し

て，角の作図や円の接

線の作図，円の中心を

求める作図などの方法

を考え，作図を行う。 

 
③円とおうぎ形 
 
●弧，弦，おうぎ形の

意味を理解する。 

●円の面積や円周の長

さをπを用いて表す。 

●おうぎ形の弧の長さ

や面積の求め方を理解

する。 

 
 

・直線，線分の意味や，垂直，平行の
表し方を理解する。 

・線対称な図形や点対称な図形につい
て考察し，その性質を理解する。 

・いろいろな図形を，線対称・点対称
の観点で考察し，図形の見方の理解
を深める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・交わる２円の性質をもとにして，基
本的な作図の原理を理解する。 

・垂線，垂直二等分線，角の二等分線
などの作図ができる。 

・基本の作図を利用して，30°の角や
円の中心，円の接線などの作図がで
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
・弧，弦，おうぎ形，半直線などの意
味や角の表し方などを理解する。 

 

 

 

 

 
知識・技
能 
 
 
 
 
 
 
 

○図形に関する用語の意味を理解し，その特徴を
理解している。 

○円の接線の性質を理解している。 
○図形の移動の描き方を理解している。 
○図形の移動を理解し，ひし形やたこ形の対角線
の性質を理解している。 

○基本的な作図を活用して，いろいろな作図の方
法を理解している。 
○定規やコンパスを使って，条件を読み取り，図
形や特徴ある直線をかくことができる。 

○図形の移動や基本的な作図の性質や特徴を記号
を使って表すことができる。 

○基本的な作図を活用して，特徴ある角，円の中
心，円の接線などを作図することができる。 
〇おうぎ形の弧の長さや面積を求められる。 

○直線，線分，半直線の意味を理解している。 
○三角形や角の表し方，交点の意味を理解して
いる。 
○平行，垂直の意味とその表し方を理解してい
る。 
○円に関係する用語の意味を理解している。 
○平行移動，回転移動，対称移動の意味を理解
している。 
○作図の意味を理解している。 
○基本的な作図の方法を理解している。 
○定規やコンパスを使って，平行線や垂直な直
線，正六角形などをかくことができる。 

○三角形の角，直線の平行や垂直の関係，円の
弧を，記号を使って表すことができる。 

○図形の移動や基本的な作図を定規やコンパス
を使って，描くことができる。 
〇おうぎ形の弧の長さと面積の求め方を理解し
ている。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

小テスト 

単元テスト 

 
思考・判
断・表現 
 
 
 
 
 
 
 

○移動前後の図形の関係をすすんで調べ，図形の
性質を見いだすことができる。 

○特徴ある四角形について調べ，対角線の性質な
どを見いだすことができる。 

○基本的な作図の方法を図形の性質などを基にし
て，見通しを持って考え，作図した図形が条件に
適するものであるかどうかを，振り返って考える
ことができる。 

○直線，線分，半直線の違いをとらえることが
できる。 
○いろいろな関係の距離の意味をとらえること
ができる。 

○円の対称性を基にして,円の接線の性質を見い
だすことができる。 

○特徴ある四角形を三角形の移動と関連付けて
とらえることができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 
主体的に
学習に取
り組む態
度 
 
 
 
 
 

○平面図形の基本的な概念に関心を持ち，調べよ
うとしている。 

○図形の移動に関心を持ち，移動前後の関係を考
えたりしようとしている。 

○基本的な作図に関心を持ち，その方法を考えよ
うとしている。 

○作図を活用することに関心を持ち，問題の解決
に生かそうとしている。 

○定規やコンパスを使って図形をかくことに興
味を持ち，描き方を考えようとしている。 

○平面図形を構成する要素や基本的な概念に関
心を持っている。 

○円に興味を持ち，弧や弦，接線の性質などを
調べようとしている。 

○平行移動，回転移動，対称移動に関心を持ち
，図形を移動することができる。 

○基本的な作図に関心を持ち,描くことができる
。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 

 



 

令和７年度 （教科名 数学 ） 第１学年  「  空間図形  」             135 船橋希望中学校 
           

月 学 習 内 容 評 価 規 準 観点 評 価 基 準 評価 
方法 十 分 達 成 A お お む ね 達 成 B 

 ①立体と空間図
形 
 
●角錐，円錐について

理解する。 

●多面体および正多面

体について理解する。 

●平面の決定条件を理

解する。 

●空間における直線，

平面の位置関係や距離

について理解する。 

●空間図形を面が動い

てできる立体として理

解する。 

●立体の展開図を理解

する。 

●立体の投影図の意味

を理解する。 

 

②立体の体積と
表面積 
●立体の体積を求める

式を理解し、体積を求

められる。 

●展開図を基にして立

体の表面積を求める。 

●円錐の側面積や表面

積を求める。 

●球の表面積や体積の

求め方を理解する。 

 

③空間図形の利
用 
 

●空間図形の特徴を理

解し、問題を解決する

。 

・いろいろな立体の見方に着目して，
角錐・円錐・多面体などについて理
解する。 

・空間における直線や平面の位置関係
を理解する。 

 
 
 
 
 
 
 
・空間内での距離を理解する。 
・空間図形を直線や平面図形の運動に
よって構成されたものととらえたり
，空間図形を平面上に表現したりす
ることができる。 

・立体の展開図を理解する。 
・立体の投影図を理解する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・立体の表面積や側面積，体積の求め
方を理解する。 

・球の表面積と体積の求め方を理解す
る。 

 
知識・技
能 
 
 
 
 
 
 
 

○正多面体の意味およびその種類を理解している
。 
○立体を投影図に表す方法を理解している。 
○基本的な柱体や錐体の展開図を理解している。 
○球の表面積や体積の求め方を理解している。 
○直線や平面図形の運動によって構成されている
空間図形を，見取り図などで表すことができる
。 

○投影図がどのようｎ立体を表しているのかを読
み取ることができる。 

○公式を利用して柱体や錐体の体積や球の表面積
や体積を求めることができる。 

○多面体の意味を理解している。 
○空間における直線や平面の位置関係や距離を
理解している。 

○回転体の意味を理解している。 
○投影の意味を理解している。 
○立体の表面積，底面積，側面積の意味を理解
し，求め方も理解している。 
○観点に応じて，立体を分類することができる
。 
○空間における直線や平面の位置関係を記号を
用いて表したり，記号を用いた表現から，そ
の位置関係を読み取ったりすることができる
。 

○立体を投影図を用いて平面上に表すことがで
きる。 
○柱体や錐体の展開図をかくことができる。 
○円周率πを用いて，円周の長さや円の面積や
おうぎ形の弧の長さや面積を求めることがで
きる。 

○基本的な立体の表面積や体積を求めることが
できる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

小テスト 

単元テスト 

 
思考・判
断・表現 
 
 
 
 
 
 
 

○空間図形を直線や平面図形の運動によって構成
されているとみることができる。 

○投影図を基にして，立体の性質を見いだすこと
ができる。 

○展開図から立体の性質を見いだしたりすること
ができる。 

○展開図をかき，おうぎ形の性質や面積の求め方
などを基にして，円錐の側面積の求め方を考え
，説明することができる。 

○観察・実験などを基にして，立体の体積の求め
方を考えることができる。 

○立体を，柱体や錐体としてみたり，多面体と
してみたりすることができる。 

○空間における直線や平面との位置関係につい
て，考えることができる。 

○空間における点と平面の距離や平行な２平面
との距離について考えることができる。 

○立体から展開図を考えることができる。 
○おうぎ形の弧の長さと面積がその中心角の大
きさに比例することに着目し，それらの求め方
を考えることができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 
主体的に
学習に取
り組む態
度 
 
 
 
 
 

○立体に関心を持ち，その図形の特徴をとらえる
ために工夫をすることができる。 

○投影図や展開図に関心を持ち，投影図を用いて
立体を表したり，読み取ったりしようとしてい
る。 

○立体の表面積や体積に関心を持ち，その求め方
を考えようとしている。 

○球の表面積や体積に関心を持ち，その求め方を
考えようとしている。 

○立体に関心を持ち，面の種類や形状，位置関
係などに着目して分類しようとしている。 

○空間における直線や平面に関心を持ち，具体
物などを用いながらそれらの位置関係につい
て考えようとしている。 

○空間図形の構成に関心を持ち，直線や運動に
よって，どのような空間図形が構成されている
のかを考えようとしている。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 



令和７年度 （教科名 数学 ） 第１学年  「  データの活用  」           135 船橋希望中学校 
           

月 学 習 内 容 評 価 規 準 観点 評 価 基 準 評価 
方法 十 分 達 成 A お お む ね 達 成 B 

 ①ヒストグラム
と相対度数 
 

●ヒストグラムで，分

布の様子を考える。 

●相対度数について理

解して，資料の傾向を

比べる。 

●平均値，中央値，最

頻値について理解し，

適切な代表値を用いる

必要があることを理解

する。 

●資料を収集・整理し

て傾向を読み取り，レ

ポートを基にして説明

し伝え合う。 

 

③データにもと
づく確率 
 
●相対度数からことが

らの起こりやすさを求

める。 

 

 

・ヒストグラムから，特徴をとらえる

ことができる。 

・相対度数、累積度数、累積相対度数

を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中央値，平均値，最頻値を理解する

。 

・データや表をグラフに整理すること

ができる。 

・データの分布の傾向を読み取り、考

察し判断することができる。 

 

・相対度数からことがらの起こりやす

さを求められる。 

 
知識・技
能 
 
 
 
 
 
 
 

○ヒストグラムや度数折れ線の必要性と意味を理
解している。 

○相対度数の必要性や意味を理解している。 
○平均値，中央値，最頻値の必要性や意味を理解
している。 

○ヒストグラムや代表値，相対度数などを用いて,
問題を解決する手順を理解している。 

○問題を解決するために，資料を収集し，ヒスト
グラムや代表値，相対度数などを用いて資料を
整理することができる。 

○ヒストグラムや度数折れ線の意味を理解して
いる。 

○相対度数の意味を理解している。 
○平均値，中央値，最頻値の意味を理解してい
る。 

○度数分布表を基にして，ヒストグラムや度数
折れ線をかくことができる。 

○度数分布表を基にして，相対度数を求めたり
，度数折れ線をかいたりすることができる。 

○資料全体や度数分布表を基にして，平均値や
中央値，最頻値を求めることができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

小テスト 

単元テスト 

 
思考・判
断・表現 
 
 
 
 
 
 
 

○ヒストグラムや度数折れ線や相対度数を基にし
て，２つの資料の傾向を比べることができる。 

○状況に応じて，どの代表値を用いるのが適切か
を考えることができる。 

○問題を解決するために，ヒストグラムや代表値
，相対度数などを適切に用いて資料の傾向をと
らえ，それを説明することができる。 

○ヒストグラムや度数折れ線を基にして，資料
の傾向を読み取ることができる。 

○代表値を基にして，資料の傾向を読み取るこ
とができる。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 
主体的に
学習に取
り組む態
度 
 
 
 
 
 

○表やグラフなどを用いることに関心をもち，２
つの資料の違いなどを調べようとしている。 

○代表値に関心を持ち，平均値や中央値，最頻値
を用いて資料の傾向を調べようとしている。 

○ヒストグラムや代表値，相対度数などを用いて
資料の傾向をとらえ説明することに関心を持ち
，問題の解決に生かそうとしている。 

○ヒストグラムに関心を持ち，ヒストグラムや
度数折れ線を用いて資料に傾向を調べようと
している。 

○２つの資料の傾向を比べることに関心を持ち
，相対度数を用いて調べようとしている。 

 

授業観察 

定期考査 

問題集 

反省プリント 

小テスト 

単元テスト 

 

 


